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入間市教育大綱策定の年間スケジュール
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教育ＤＸについて

今回の会議では、教育大綱策定に向けたトピックとして、「教育DX」に
ついて取り上げることとし、先進事例の紹介と入間市の現在の取組を
説明させていただきます。



3

教育ＤＸについて

事例紹介① ～大阪府 大阪市～

取組の内容

個性を認め合う学び合い学習の充実

効 果

⚫ 振り返り等の即時共有が可能
• 多様な考え方への気づきの機会が多くなった。
• 同じ考え方の人がいることを認識しやすくなり、自分に自信を持つことや自己肯定感を得
る機会が増えた。

⚫ 授業の効率化
• 話し合いや意見交換の時間が増えることにより、学び合い学習の充実につながった。
• 子どもたちの疑問点を網羅的に把握できるようになり、その解消に向けたカリキュラムや
授業の工夫などへ時間をより充てることができるようになった。

• 実験結果や単元の振り返りを１人１台端末を用いて行い、それをクラス全員で即時に共有。
• そこで気づいたこと等をグループで話し合う時間を設けた。
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教育ＤＸについて

事例紹介② ～茨城県 水戸市～

取組の内容

効 果

教育データの利活用によるきめ細やかな指導や支援

⚫ 集約化されたデータを活用して、個別最適な指導やアプローチが可能
• 「課題や振り返り等で得られるデータ」では、クラス全体の授業の理解度が把握しやすくな
り、補充指導や支援を行うことが容易になった。また、児童生徒の得意・不得意の傾向も分
析しやすくなり、個々に応じた個別最適な指導・支援がよりしやすくなった。

• 「学校生活等で得られるデータ」では、その日の気持ち等の児童生徒の生活面の状況把握
に活用でき、教職員の経験値に加え、データに基づいた児童生徒への関わりにつなげるこ
とができた。

• 「学力向上」と「不登校・いじめ対策」を主眼とした教育データの集約化・可視化するシステ
ム（教育ダッシュボード）の実証実験を令和５年度に小学校・中学校各１校で行った。

• 教育ダッシュボードは「課題や振り返り等で得られるデータ」と「学校生活等で得られるデー
タ」から構成され、教職員がそれらのデータを活用して、実態に応じた指導や支援につなげ
た。



5

教育ＤＸについて

事例紹介③ ～埼玉県 鴻巣市～

取組の内容

効 果

ICTを活用した主体的な学びの醸成

⚫ 自ら課題を発見し、他者と解決を図るための学習の実現
• 可動性のある机や椅子の整備により、グループワークやプレゼンなど、教育場面に応じた
即興的なレイアウトがたやすくできる。

• 大型スクリーンにより遠隔地と等身大サイズでダイナミックな授業ができるようになった。
• 主体的な学びの促進により、各教科における学力向上にも寄与している。

• 使用されなくなったPC室を、官民連携により大型スクリーンや高性能PCといっや最先端
のICT機器を備え、PBL（課題解決型学習）やSTEAM教育（※）の展開に対応できるなど、
協働の学習が実践しやすい学習空間へ改装した。
※理数教育に創造性教育を加えた学習で、課題解決力や創造力を養うことができる。

• 活動事例…社会科の授業「投票率低下の原因を探る」：アンケート、啓発ポスターの作成



視点② 個別最適な指導・支援の一助

ICT機器の充実により、グループワークと発表を主にした学習が容易になり、
自ら課題を見つけて話し合いにより解決する、主体的な学習を促進している。

事例に共通する視点
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教育ＤＸについて

視点③ 新たな学びへの取組

これまでの経験則に加えて、ICTの活用により蓄積された様々なデータを
エビデンスとして活用し、個別最適な指導・支援を行えるようにしている。

視点① リアルタイムでの情報共有

多様な考え方や気づきにつながる機会を増やしている。
また、効率化による余剰時間を、対話やグループ学習といった学び合いの
時間につなげている。
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教育ＤＸについて

今後求められる視点 ～AIの活用～
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教育ＤＸについて

今後求められる視点 ～AIの活用～

⚫ 文科省「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン(Ver.2.0)」
⇒基本的な考え方 「人間中心の利活用」 「情報活用能力の育成強化」

学校現場においては・・・
• リスクや懸念を考慮 ⇒ 例えば「夏休みの宿題での生成AI利用禁止」となってしまいがち

近い将来、社会に出て生成AIといった最先端技術を使いこなせる子どもを育成するためには、
AIを前向きに捉える必要があり、教育DXに求められる重要な視点の一つと考える。

ガイドラインの基本的な考え方に沿うならば・・・
利用禁止が前提ではなく、人間の判断により生成AIを一つの参考として活用できる。
⇒言い換えると・・・
「学びを支える」ツールとして、児童生徒が正しく使いこなせるように促していくことが重要

※生成AIの活用は利用者が問いを考え、その問いに対する生成AIの回答を検証し、利用者の
答えをまとめていくという主体的な学びそのもの。



視点② 個別最適な指導・支援の一助

ICT機器の充実により、グループワークと発表を主にした学習が容易になり、
自ら課題を見つけて話し合いにより解決する、主体的な学習を促進している。
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教育ＤＸについて

視点③ 新たな学びへの取組

これまでの経験則に加えて、ICTの活用により蓄積された様々なデータを
エビデンスとして活用し、個別最適な指導・支援を行えるようにしている。

視点① リアルタイムでの情報共有

多様な考え方や気づきにつながる機会を増やしている。
また、効率化による余剰時間を、対話やグループ学習といった学び合いの
時間につなげている。

視点④ 教育的観念を持ちつつ、最先端技術を使いこなす

生成AI等の最先端技術を教職員と生徒がともに学び合い、使いこなすことで、
子どもたちが未来を切り拓く力を育む。

教育DX
◆ 主体的な学びや学び合いの増進
◆ 個別最適な学習の推進



入間市の教育ＤＸ

～ＧＩＧＡスクール～
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GIGAスクール構想とは
全国の小中学校、高等学校などの児童生徒1人1台の学習用端末と、高速大容量の通信
ネットワークを整備し、個別最適化された教育を実現するための文部科学省が推進する構
想。2019年に発表され、2020年から本格的に導入が進められています。

具体的には、以下の2つの柱で構成されています。

1. 1人1台端末の整備:児童生徒1人1台のパソコンやタブレット端末を整備し、学習活動で
活用できるようにします。

2. 高速大容量の通信ネットワークの整備:学校に高速で安定したインターネット環境を整備
し、端末を快適に利用できるようにします。

この構想の目的は、児童生徒の学習意欲を高め、個別最適化された学習を可能にすること
で、学力向上や創造性育成を目指すことです。

国のよる施策
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導入時期（令和２年度）
令和２年１１月 約４，０００台
令和３年 ２月 約７，５００台

導入キャリア
ＮＴＴドコモ
１人３ＧＢシェアプラン／月

【 入 間 市 】
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導入端末
iPad第７世代（cellularモデル）
・LTE対応のためどこでも使用可能

・管理ソフト導入により一括管理

・10.2インチの大画面

・前面・背面にHDカメラ搭載

・バッテリー最大10時間
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主な利活用

・給食の献立表の配信

・学校・家庭・地域をつなぐ連絡シス
テム「すぐーる」による情報発信

・授業支援ソフトによる協働的な学び

・ドリルソフトによる個別最適な学び

・タブレットホーム画面
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活用の様子
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入間市の教育ＤＸ
校務支援システム及び教育ネットワーク
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校務支援システムとは
学校の管理業務を効率化するためのソフトウェア
やプラットフォームのことを指します。授業の時
間割編成、生徒の出欠管理、成績管理、教職員の
勤務管理、保護者との連絡など、学校運営に関わ
る様々な業務をサポートします。これにより、教
職員は業務の効率を上げ、教育活動により多くの
時間を割くことができるようになります。
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校務支援システムの変更

Winbird → C4th

変更点①

保護者連絡システム導入
学校徴収金システム導入
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C4thの主な機能
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TeToru（保護者連絡システム）の主な機能
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TeToru（学校徴収金システム）の主な機能
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ロケーションフリー環境の整備

校務用ＰＣのＬＴＥ化

変更点②

どこでも気軽に使える

eSIM対応モデル
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ネットワーク・セキュリティの変更

オンプレミス→クラウド

二層分離→ゼロトラスト

変更点③
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入間市で導入している教育支援ソフト

(授業支援ソフト)
オクリンクプラス

(ドリルソフト)
eライブラリ
ドリルパーク

協働的な学び 個別最適な学び



(授業支援ソフト)
オクリンクプラス

協働的な学び

①集計機能



(授業支援ソフト)
オクリンクプラス

協働的な学び

②共同編集



(授業支援ソフト)
オクリンクプラス

協働的な学び

③評価の充実



(ドリルソフト)
eライブラリ
ドリルパーク

個別最適な学び

① AI活用による個に応じた問題

従来のワーク学習に代わり
家庭学習のさらなる充実へ



(ドリルソフト)
eライブラリ
ドリルパーク

個別最適な学び

②達成度の確認



未来共創の取組について
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1

• 未来共創に向けた官民共創については、地域の様々な主体が交わり、持続可能

なかたちでの地域活性化事業として生まれ変わった「入間市駅前にぎわい創出事

業」や地域資源である狭山茶を体験や観光という視点で捉えた茶畑テラス「茶の

輪」等、様々な事業を展開しています。

• 未来共創政策推進室では、地域課題解決に向けた民間からの提案や未来志向

の提案について一元管理する「いるま未来共創ラボ」を設けています。

• 今回は同ラボに提案があり実現した、子どもたちを主体とした取組事例として、防

災教育キット「はるるーと」を使用した取組について報告させていただきます。

未来共創の取組について



１-1. 「はるるーと 防災教育キット」とは
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避難ルートサイン「はるるーと 防災教育キット」

• 「はるるーと」は、テープを貼る体験を通じて子どもたちの日常的
な防災意識を醸成する、新しい避難ルートサイン。

• 「デザインの力で何か社会貢献をしたい。」というI&CO（アイア
ンドコー）合同会社の社員のアイデアから誕生し、防災用語「お
かしもち」および避難経路を示す矢印がデザインされている。

• より効果的な活用に向けて、「はるるーと」と防災教育用教材を
組み合わせた「はるるーと 防災教育キット」を制作。

入間市にて実証実験を実施



１-2. 「はるるーと 防災教育キット」とは
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令和6年4月、静岡県三島市立東小学校での
避難訓練において「はるるーと」を使用し、その効
果を検証。

→テープの素材等を改良

I&CO合同会社 「はるるーと」実証実験

フェーズ1（テープデザイン・強度） フェーズ2（効果的な活用）

「はるるーと 防災教育キット」の効果検証のため、
令和6年8月「いるま未来共創ラボ」へ提案。

9月に入間市と協力協定を締結し、10月に藤沢
東小学校で実証実験を実施。

避難誘導テープ
はるるーと 防災教育キット



２. 取組意義
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こどもまんなかの学校運営 パーパスの実現防災訓練との親和性

パーパス実現のためのアクション事例とし
てPRし、共感者を増やす。
（ウェルビーイング、オープンアクション）

避難ルートサインを自らの手で、グループ
で協働して貼ることによる「学校づくりの
経験」と「学び合い学習の実践」。

実際の災害時に役立つ実践的な取組。
子どもたちが日頃から防災について考え、
行動する力を育む。

⚫ 「はるるーと 防災教育キット」を活用した防災教育の取組は、こどもまんなかの学校運営、防災訓練との親和
性、パーパス実現の観点から、市として意義のある取組といえる。

⚫ 令和6年10月に実施した藤沢東小での実証実験では、学校やメディアから好意的な反応が寄せられ、一定の
成果が得られた一方で、運営面における課題も明らかとなった。

⚫ こうした背景をうけ、今年度は藤沢東小学校にて改善点を反映した内容で2回目の実証実験を行い、他校で
も再現可能な「藤沢東小モデル」として整備することを目指す。そのうえで、来年度は「総合的な学習の時間」の
１つの選択肢として、希望校へ展開する。

市の取組意義



３-1. 昨年度の実施概要と振り返り
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実証実験 概要

日時 令和6年10月23日（水）13:30～15:10

場所 入間市立藤沢東小学校（入間市東藤沢7-9-1）

対象 小学4年の児童 3クラス

単元 総合的な学習の時間 （45分2コマ）
[単元名] 10歳の誓い ～入間市まちづくりプロジェクト～ 「福祉」×「防災」

内容 「はるるーと」の貼付体験と、防災教育キットを使用した防災授業

（事前MTG）

議題 出席者 会議形式

初期計画の設計 未来・I＆CO オンライン

計画概要の学校への共有 学校・未来・I＆CO オンライン

現場確認、授業詳細の打合せ
（進行段取り、授業アレンジ、テープを貼る体制や班分け等）

学校・未来・I＆CO 対面（藤沢東小）



３-2. 昨年度の実施概要と振り返り
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（当日の授業進行）

前半45分：①防災または、避難経路の基礎知識を学ぶ授業
後半45分：②テープを貼る体験（テープ設置）



３-3. 昨年度の実施概要と振り返り
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成果 課題

（学校の反応）
• 特段問題なくスムーズに授業が進行できた。

• 子ども自身が貼ることに意義がある取組。大人が一方的に指
導するよりも防災意識は高まったと感じる。

• テープが貼ってあることで、日常的な意識付けにも効果がある
と感じる。

• いざという時の手助けになる。また、生徒・先生の不安解消
にも繋がる。

（メディアの反応）
• 東京新聞、読売新聞、FMチャッピーで取り上げられた。

• テープが「おかしもち」だが、東小では「おかしもは」で教えている。普
段の指導と齟齬が生じないよう「ち」の部分だけテープを切る必要
があり大変だった。大人の人手が増えるとありがたい。

• グループに分かれて行い、端から順番に貼っていく手法で行ったため、
貼っていないグループ（20名以上）は教室で待機することになっ
てしまった。約40分間の待ち時間を有効活用できる素材があると
よい。

・待ち時間が発生しない手法の検討
※解決困難な場合は関係課を絡め、解消する

課題への対応

• テープ一部剥がれてきている箇所がある。

・I＆COへ情報提供

課題への対応

• ガイドがないとまっすぐ貼れない。

・学校にある備品等で解消できないか、個別相談

課題への対応

（他校からの反応）
• 藤沢東小の実証実験に関して、宮寺小などが関心を示した。



４. 今年度以降の取組（予定）
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藤沢東小での実証実験

課題への対応を反映した内容で、
藤沢東小にて2回目の実証実
験を行う。

藤沢東小モデルの確立

藤沢東小での実施を通して、
他校でも再現可能な形に落と
し込む。

R7.9月 R7.10月頃

関係課との連携
• 危機管理課にも学校現場における防災教育を見てもらう

希望校展開トライアル

1校（宮寺小学校）にて、
藤沢東小モデルを実施し、
再現可否を検証。

R7.11月頃

希望校展開

「総合的な学習の時間」の
１つの選択肢として、校長
会にて展開する。

R8.2～4月頭頃

待ち時間対策
• 待ち時間なくテープを貼る手法検討

• 防災ビデオ等、素材の提供

他校からの見学
• 今後の参考に、他校の見学も可能にする。（校長会で周
知、出張依頼文の作成）

ポイント

展開資料の作成
• タイムスケジュールや写真等の当日の授業の流れがわかる
資料や取組効果を盛り込む。

ポイント

⇒ 他校でも再現可能な形に落とし込む

展開方法
• 校長会で展開し、興味のある学校に手を挙げてもらう

⇒ トライアルで課題抽出・改善のうえ、
希望校へ展開する


